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TypeScriptにおけるインタフェースの生成

中村 晋太1,a) 丸山 勝久1,b)

概要：構造的な型付けを採用した TypeScriptでは，クラスやインタフェースの持つプロパティやメソッ

ドのシグネチャが構造的に一致するかどうかに基づき型を特定する．さらに，TypeScriptでは，型推論の

機構が導入されており，変数や関数の宣言において型注釈を省略することができる．このような構造的な

型付けと型推論の採用によりソースコードの柔軟さと簡潔さが向上する反面，型注釈の過度な省略は静的

な型検査による誤りの検出を阻害することがある．そこで，本論文では，関数の引数において型注釈が省

略されたオブジェクトに対して，関数内部でそのオブジェクトがどのようにアクセスされているかを解析

した結果からオブジェクトの型を特定し，その型を表現するインタフェース宣言を生成する手法を提案す

る．生成されたインタフェースは，オブジェクトを格納する引数の型として割り当てられる．この手法を

TypeScriptのプログラミング環境に導入することで，プログラマが型を割り当てる手間を増加させずに，

静的な型検査の効果を高めることが期待できる．

Generating Interfaces in TypeScript Programming Language

Shinta Namamura1,a) Katsuhisa Maruyama1,b)

1. はじめに

オブジェクト指向プログラミング言語では，データとそ

の操作をセットにしたオブジェクトという抽象データ型を

用いてプログラミングを行う．オブジェクトの内部構造で

あるデータはプロパティ，操作はメソッドとも呼ばれる．

一度設計されたオブジェクトはクライアントコードで利用

されるときに，新たにプロパティやメソッド（これらをま

とめてメンバと呼ぶ）を追加することで拡張できる．この

ように拡張されたオブジェクトは，拡張元のオブジェクト

を利用する場面で安全に実行することができる [1]．なぜ

なら，拡張されたオブジェクトは拡張元のオブジェクトの

メンバをすべて備えているからである．

いま，メソッド m():stirngのみを持つオブジェクト A

に対して，プロパティ p:numberを追加したオブジェクト

Bを考える．オブジェクトの型を，そのオブジェクトの持

つメンバの集合で定義すると，Aの型 TA と Bの型 TB は
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それぞれの以下のように表現できる．

TA = { m():string }
TB = { m():string, p:number }

stringは文字列型，numberは数値型を指す．この例にお

いて，Bは Aのメンバをすべて備えているので，型 TB を

持つ Bは Aの代わりとして利用することができる．いい

かえれば，型 TA のオブジェクトが要求される場面で，型

TB のオブジェクトを利用できる．このとき，TB を TA の

派生型と呼ぶ．

本論文では，JavaScriptの上位プログラミング言語*1と

して，近年Webアプリケーション開発での利用が増えて

いる TypeScript [2]を扱う．TypeScriptでは，変数，式，

関数などに対して，静的な型をプログラマが指定すること

ができる．ここでは，型を指定する記述を型注釈と呼ぶ．

さらに，TypeScriptは型推論の機構を備えているので，型

注釈を省略することも可能である．リテラルの型やプロ

グラマが付与した型注釈に基づき，コンパイル時に型が

特定され，型検査が行われる．コンパイラは，型制約を満

*1 TypeScriptのソースコードをコンパイルすることで JavaScript
のソースコードが生成される．
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たさない演算に対して，型エラーを報告する．Gaoらは，

JavaScript で記述されたバグを含むソースコードに対して

型注釈を付与することで，15%程度のバグが静的な型検査

により防げることを実験により示している [3]．

ここで，TypeScript が採用している構造的な型付け

（structual subtyping）では，前述の TA と TB に対して

明示的に型の派生関係を決定する必要はなく，型の持つ

メンバの構造に基づき，TB が TA の派生型と特定され

る [4], [5], [6]．このような型付けは，型の派生関係を柔軟に

指定できるようにしつつ，型の構造から静的な型検査が可

能な点で注目されている．たとえば，Malayeriと Aldrich

は，構造的な型付けの機構を持たないプログラミング言語

Javaで記述されたオープンソースプロジェクトのソース

コードに対して調査を行い，構造的な型付けの導入潜在的

な有用性を示している [7]．

構造的な型付けと型推論を活用することでプログラマが

型注釈を付与する負担が軽減される反面，型注釈の過度な

省略は静的な型検査の効果を減少させることがある．たと

えば，関数やメソッド*2の引数に対して型注釈を省略した

場合，その引数の型は any型（どのような型の値でも代入

できる型）となり，その引数が関数やメソッド内部で参照さ

れていても型検査の対象とならない．いま，あるオブジェ

クトが関数やメソッドの呼出しにおいて型注釈のない引数

として渡され，関数やメソッドの内部でそのオブジェクト

にアクセスしている場面を考える．このとき，オブジェク

トを格納している引数の型は any型である．このような状

況において，そのオブジェクトが持たないメソッドへのア

クセスが発生していたとしても，それを静的に検査するこ

とはできず，実行時エラーとなる*3．型検査により，この

ような実行時エラーを回避するためには，引数に対する型

注釈をプログラマが記述する必要がある．しかしながら，

関数やメソッドの記述途中において構造的な型付けを意識

し，適切な型注釈を付けることはプログラマにとって面倒

な作業である．

本論文では，型注釈が付与されていない関数やメソッド

の引数に対して，構造的な型付けに基づき，その引数の型

を表現したインタフェース宣言を自動的に生成する手法を

提案する．具体的には，引数が格納しているオブジェクト

の持つメンバの中で実際にアクセスされているものを抽

出し，それらのシグネチャを持つインタフェース宣言を新

たに定義する．その上で，そのインタフェースをオブジェ

クトを格納する引数の型として割り当てる．さらに，本論

文では，このようなインタフェース宣言を生成する手法を

Visual Studio Codeに組み込んだ実装を提案する．

*2 クラスやインタフェースの内部で定義される関数がメソッドであ
る．

*3 any 型のオブジェクトに対して，それが持たないプロパティにア
クセスした場合は，実行時エラーとならず，プロパティの値は
undefined と扱われる．

提案手法を TypeScriptのプログラミング環境に導入す

ることで，プログラマが引数に対する型注釈を省略しても

自動的に型注釈が補完され，その引数に対する型検査が実

行されるようになる．このことは，プログラマの負担を増

加させずに静的な型検査の機会を増加させ，将来的な誤り

の混入を防ぐことにつながる．また，引数に型注釈を付与

することで，関数やメソッド内部における引数の利用方法

（引数が格納しているオブジェクトにおいてアクセスが可

能なメンバ）をプログラマが把握しやすくなり，保守性の

向上も見込める．特に，提案手法は，型注釈を引数に付与

するだけで，もとのソースコードの（外部的）挙動を変え

ないことから，型注釈の付与を目的とした（TypeScript向

け）リファクタリングといえる．

以下，2節では，提案手法が対象とするソースコードと生

成されるインタフェース宣言の例を述べる．3節では，提

案手法がインタフェース宣言を生成する手順を説明する．

4節では，提案手法の実装と制限を述べる．最後に，5節

でまとめと今後の課題について述べる．

2. 型検査とインタフェース宣言の生成例

提案手法は，TypeScriptにおいて，オブジェクト型の引

数を対象とする．プリミティブ型，共用型（union type)，交

差型 (intersection type)，ジェネリック型（generic typer），

関数型の引数は対象としない．オブジェクト型は，オブ

ジェクトの持つメンバを列挙したクラスあるいはインタ

フェースを用意することでプログラマが自由に定義可能で

ある．インタフェースはメンバのシグネチャだけを集めた

ものである．これに対して，クラスはメンバのシグネチャ

だけでなく実装も提供する．

図 1に，引数に対する型注釈を省略したソースコード

sample1.tsを示す．クラス Cには，メソッド m1(string)

が定義されており，そのクラスから生成されたオブジェク

トが関数 fの引数 argとして渡されている．この例では，

fの argの型は指定されておらず，any型となる．これに

より，コンパイル時に型検査は実行されず，コンパイルエ

ラーは発生しない．さらに，fの呼出しにおいて，実行時

に argに格納されるオブジェクトは m1(string)を持つた

め，実行時エラーも発生しない．その結果，期待通りコン

ソールに “Hello”と表示される．

図 2は，図 1のソースコードにおいて，クラス Cのメ

ソッドの名前を m2と間違えて記述したソースコードであ

る．図 1のソースコードと同様に，引数 argに対して型

検査は実行されず，コンパイルエラーは発生しない．一

方，fの呼出しにおいて，実行時に argに格納されるオブ

ジェクトは m1(string)を持たないので，fの内部におい

て m1(string)を呼び出している部分で実行時エラーが発

生する．

このような実行時エラーを回避するためには，関数 fの
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class C {

m1(str:string) { console.log(str); }

}

function f(arg) { arg.m1(’Hello ’); }

f(new C());

図 1 ソースコード sample1.ts（引数に対する型検査が実行されな

いが正しく動作する）

class C {

m2(str:string) { console.log(str); }

}

function f(arg) { arg.m1(’Hello ’); }

f(new C());

図 2 ソースコード sample2.ts（引数に対する型検査が実行されず

実行時エラーとなる）

interface I {

m1(str:string );

}

class C {

m1(str:string) { console.log(str); }

}

function f(arg:I) { arg.m1(’Hello ’); }

f(new C());

図 3 ソースコード sample3.ts（引数に対する型検査が実行された

上で正しく動作する）

引数 argに対して型注釈を付与し，コンパイル時に呼出し

メソッドの存在を確認する型検査が実行されるようにして

おくことが重要である．図 1のソースコードに対して，型

注釈を付与したソースコードを図 3に示す．

この例では，関数 fの引数 argの型を直接的に Cと指

定せず，fの内部でアクセスされるメソッド m1(string)

を持つインタフェース Iを新たに定義し，それを argの型

として指定している．Cと Iのメンバのシグネチャの集合

が同一であるため，構造的な型付けに基づき，実際に arg

に渡されるオブジェクトの型 Cは，fが要求するオブジェ

クトの型 Iの派生型と判断される．よって，引数の受け渡

しで型の不整合は起こらず，コンパイルエラーは発生し

ない．さらに，Cから生成されたオブジェクトはメソッド

m1(string)を持つので，実行時エラーも発生しない．た

とえ図 1と図 3の実行結果が同じであったとしても，型

注釈を付与することで型検査が実行されている点が重要で

ある．

最後に，図 3のソースコードに対して，図 2と同様の

誤りを混入させたソースコードを図 4に示す．この例で

interface I {

m1(str:string );

}

class C {

m2(str:string) { console.log(str); }

}

function f(arg:I) { arg.m1(’Hello ’); }

f(new C());

図 4 引数に対する型検査が実行され，コンパイルエラーとなるソー

スコード

は，実際に関数 fの引数 argに渡されるオブジェクトの型

Cと，fが要求するオブジェクトの型 Iとの間に不整合が

検出され，コンパイルエラーが発生する．これにより，プ

ログラマは，コンパイル時にメソッド名の書き間違いに気

づくことができる．

このように，誤りの早期発見，さらには安全にプログラ

ムを実行可能という観点から，関数やメソッドの引数には

型注釈を付与することが望ましい．提案手法では，プログ

ラマが記述した図 1のソースコードを解析することで，関

数 fの引数 argのオブジェクトが持つべきメンバ（図 1の

ソースコードではメソッド m1(string)）を特定する．そ

の上で，必要なメンバを持つインタフェース Iの宣言を自

動的に生成し，それを argの型として指定した図 3のソー

スコードに書き換える．つまり，提案手法は，図 1のソー

スコードを入力とし，それを図 3のソースコードに変換し

て出力する．

3. インタフェース宣言の自動生成手法

提案手法は，次に示す 5つの手順により，インタフェー

ス宣言を生成する．

Step 1 引数を介してアクセスされるメンバの収集

Step 2 引数として渡されるオブジェクトの決定

Step 2 シグネチャの取得

Step 4 シグネチャの選択

Step 5 インタフェース宣言の生成と型注釈の付与

本節では，上記の手順の詳細を順番に説明する．その際，

2節で紹介した例ではクラスが 1つのメソッドしか持って

おらず，詳細を説明するのに不適切である．そこで，説明

に適した別の例題を用意する．

プログラマが記述しているソースコード print.ts を

図 5 に示す．また，そのソースコードから利用される

可能性のあるクラス群が記述されたソースコード mag-

azine.tsを図 6に示す．print.tsを見ると，関数 printの

引数 m に格納されるオブジェクトは，名前が title の

フィールドと名前が getPrice のメソッドを持つこと

が要求されていることがわかる．クラス Magazine は，

3ⓒ 2018 Information Processing Society of Japan

Vol.2018-SE-199 No.20
2018/7/19



情報処理学会研究報告
IPSJ SIG Technical Report

import { Magazine ,

MonthlyMagazine ,

SpecialMagazine }

from "./ magazine ";

function print(m) {

console.log(m.title );

console.log(m.getPrice ());

}

function print2(m2) {

console.log(m2.title );

}

図 5 ソースコード print.ts

プロパティとして title:string と price:number を持

つ．MonthlyMagazineと SpecialMagazineは Managine

を継承したクラスである．MonthlyMagazine には，

プロパティとして volume:string と pages:number，

メソッドとして getPrice():string が追加されてい

る．また，SpecialMagazine には，プロパティとして

volume:number，メソッドとして getPrice():numberが

追加されている．

3.1 引数を介してアクセスされるメンバの収集

プログラマが記述したソースコードに対して，型注釈が

付与されていない引数を探し，関数やメソッドの内部でア

クセスしているメンバの名前を収集する．print.tsにおい

て，対象となる引数は関数 printの mと関数 print2の m2

の 2つである．printあるいは print2において，引数 m

および m2を介してアクセスされるメンバの名前の集合を

それぞれ Am と Am2 とすると，次のようになる．

Am = { title, getPrice }
Am2 = { title }
ここでは，型注釈の付与対象として，プログラマが print

の mを選択したとする．

3.2 引数として渡されるオブジェクトの探索

Step 1において，型注釈の付与対象の引数を介してア

クセスされるメンバが判明したので，引数として渡される

可能性のあるオブジェクトを探索する．そのために，候補

となるオブジェクトが持つメンバを，対象の引数が存在す

るソースファイルと，そのファイルでインポートしている

ソースファイルまたはライブラリから収集する．ただし，

アクセス修飾子により，対象の引数が宣言されている箇所

からアクセスできないようになっている（private，およ

び，親クラスに存在しない protected）メンバは収集対象

から除外する．

この例では，print.tsと magazine.tsがオブジェクトを探

export class Magazine {

title:string;

price:number;

constructor(t:string , p:number) {

this.title = t;

this.price = p;

}

}

export class MonthlyMagazine

extends Magazine {

volume:string;

pages:number;

constructor(t:string , p:number ,

v:string , pp:number) {

super(t, p);

this.volume = v;

this.pages = pp;

}

getPrice (): string {

return this.price + ’-yen ’;

}

}

export class SpecialMagazine

extends Magazine {

volume:number;

constructor(t:string , p:number ,

v:number) {

super(t, p);

this.volume = v;

}

getPrice (): number {

return this.price;

}

}

図 6 ソースコード magazine.ts

索する対象のソースファイルとなり，クラス Magazine，

MonthlyMagazine，SpecialMagazine から生成されるオ

ブジェクトが，printの引数 mに渡される候補となる．そ

れぞれのメンバの名前の集合Mm，Mmm，Msm を取得す

ると，以下のようになる．

Mm = { title, price }
Mmm = Mm ∪ { volume, pages, getPrice }
Msm = Mm ∪ { volume, getPrice }

TypeScriptでは，クラスだけでなく，インタフェースや

オブジェクト型リテラルにおいて，そのメンバを定義する

ことが可能である．よって，実際には，クラスだけでなく，

これら 3つの構文要素に関係するすべてのオブジェクトが

探索対象となる．この例では，インタフェースとオブジェ

クト型リテラルは現れない．

いま，関数 func の引数 arg として渡されるオブジェク

4ⓒ 2018 Information Processing Society of Japan

Vol.2018-SE-199 No.20
2018/7/19



情報処理学会研究報告
IPSJ SIG Technical Report

ト obj は，func の内部においてアクセスされるすべてのメ

ンバを持つ必要がある．よって，obj の持つメンバの集合

Mobj と，arg を介して func の内部でアクセスされるすべ

てのメンバの集合Marg には，以下の関係が成立する必要

がある．

Marg ⊆ Mobj

図 5 と図 6 の例では，Am ̸⊆ Mm，Am ⊆ Mmm，

Am ⊆ Msm となるので，クラス MonthlyMagazineあるい

は SpecialMagazineから生成されたオブジェクトが関数

printにおける引数 mの候補となる．

3.3 シグネチャの取得

インタフェース宣言を生成するためには，メンバの名前

だけではなく，そのシグネチャを取得する必要がある．こ

のために，Step 2で特定したオブジェクトのシグネチャ

を利用する．

この例では，クラス MonthlyMagazine あるいは

SpecialMagazine から生成されたオブジェクトが型注

釈を付与する引数に渡される可能性を持つので，それぞれ

のシグネチャの集合 Smm と Ssm を取得すると，以下によ

うになる．

Smm = { title:string, price:number,

volume:string, pages:number,

getPrice():string }
Ssm = { title:string, price:number,

volume:number, getPrice():number }

ここで，引数として渡されるオブジェクトにおいて実際

にアクセスされるのは，Amに含まれるメンバだけである．

よって，Am に含まれないプロパティを取り除くと，以下

のようになる．

S′
mm = { title:string, getPrice():string }

S′
sm = { title:string, getProce():number }

以上より，関数 printの引数 mに付与する型のシグネ

チャは，S′
mm あるいは S′

sm となる．

3.4 シグネチャの選択

引数として渡されるオブジェクトの候補の種類（オブ

ジェクトを生成するクラスなど）が複数存在する場合，引

数の型のシグネチャが一意に決まらないことがある．この

場合，プログラマが適切なシグネチャ集合を選択すること

になる．

Step 3で取得したシグネチャの集合 S′
mm と S′

sm にお

いて，プロパティ titleのシグネチャは同じである．一

方，メソッド getPrice()については戻り値の型が異なる

ため，そのシグネチャは一意に決まらない．この場合，プ

ログラマは，同じ名前でシグネチャの異なる複数のメンバ

import { Magazine ,

MonthlyMagazine ,

SpecialMagazine }

from "./ magazine ";

function print(m:IMagazine) {

console.log(m.title );

console.log(m.getPrice ());

}

function print2(m2) {

console.log(m2.title );

}

interface IMagazine {

title:string;

getPrice (): string;

}

図 7 生成されたインタフェース宣言と型注釈が扶養された引数を

含むソースコード print-revised.ts

から適切なものを選択することになる．

この例では，S′
mm に含まれる getPrice():stringと，

S′
smに含まれる getProce():numberが選択の候補となる．

いま，プログラマが getPrice():stringを選択したとす

ると，型注釈の付与対象である引数のシグネチャの集合は，

以下のようになる．

Sarg = { title:string, getPrice():string }

3.5 インタフェース宣言の生成と型注釈の付与

Step 4により，シグネチャの集合が一意に決定された

ので，その集合に含まれるすべてのメンバを持つインタ

フェース IMagazineの宣言を生成する．さらに，このイン

タフェースの名前を型注釈として，関数 printの引数 mに

付与する．生成されたインタフェース IMagazineと型注

釈が付与された引数 mを含むソースコードを図 7に示す．

図 7 に示すソースコード print-revised.ts と図 6 に示す

ソースコード magazine.tsを見るとわかるように，生成さ

れたインタフェース IMagazine のシグネチャ集合 Sarg

と，print の m に渡されることが想定されているクラス

MonthlyMagazineのオブジェクトのシグネチャ集合 Smm

との間には，以下の関係が成立している．

Sarg ⊂ Smm

構造的な型付けでは，このような関係が成立する場合，

クラス MonthlyMagazine（から生成されたオブジェクト

の型）は，インタフェース IMagazineの派生型とみなされ

る．よって，printにおける mの型を IMagazineで指定す

ることでき，mを介したオブジェクトへのアクセスが実行

時エラーを引き起こさないことが型検査により保証される．
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import { Magazine ,

MonthlyMagazine ,

SpecialMagazine }

from "./ magazine ";

function print(m:IMagazine) {

console.log(m.title );

console.log(m.getPrice ());

}

function print2(m2:IMagazine2) {

console.log(m2.title );

}

interface IMagazine {

title:string;

getPrice (): string;

}

interface IMagazine2 {

title:string;

}

図 8 生成されたインタフェース宣言と型注釈が扶養された引数を

含むソースコード print-revised2.ts

逆に，mにクラス SpecialMagazineから生成したオブジェ

クトを渡したり，printの内部でクラス MonthlyMagazine

のメンバに pagesにアクセスしたりすると，コンパイル時

に型エラーが報告される．

参考のため，提案手法より，関数 print2の引数 m2に対

しても型注釈を付与したソースコードを図 8に示す．

4. 実装

提案手法を，Microsoft Visual Studio Codeの Extension

として実装した．TypeScriptのソースコードから抽象構文

木を構築し，必要な構文要素を取り出す際には，Compiler

API [8]を利用している．

4.1 実行手順

拡張されたTypeScriptプログラミング環境において，イ

ンタフェース宣言を生成する手順は以下のようになる．

( 1 ) TypeScript のソースファイルをアクティブにした状

態でコマンドパレットを開き，コマンド一覧から「In-

terface Generate」を選択する．

( 2 ) アクティブなソースファイルにおいて，型が付与され

ていない引数の一覧が表示されるので，型を付与した

い引数を選択する．図 9に，プログラマが引数を選

択している際のスクリーンショットを示す．ソース

ファイル print.ts に記述されている function print(m)

と function print2(m2)が選択肢として表示されている．

( 3 ) 選択した引数の型のプロパティのシグネチャが一意に

図 9 引数選択の様子

図 10 シグネチャ選択の様子

図 11 インタフェース宣言の生成結果

決定できない場合，選択肢の中から適当なシグネチャ

を選択する．図 10に，プログラマがシグネチャを選択

している際のスクリーンショットを示す．同じ名前で

戻り値の型が異なる 2つのシグニチャ getPrice():string

と getPrice():numberが選択肢として表示されている．

( 4 ) 生成するインタフェースの名前を入力する．

( 5 ) 入力したインタフェースが引数の型注釈として付与さ

れる．同時に，インタフェース宣言のコードがクリッ

プボードにコピーされるので，ソースファイルに貼り

付ける．図 11は，インタフェース宣言 IMagazineの

コードを貼り付けた後のスナップショットである．関

数 printの引数の型注釈として IMagagizeが付与さ

れている．

4.2 設計上および実装上の制限

本節では，提案手法において，現時点で対処していない

設計上および実装上の制限を述べる．

（1）シグネチャの選択における制限

提案手法では，型注釈を付与する引数がアクセスしてい
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るメンバの名前に基づき，その引数に割り当てる型のシグ

ネチャを特定している．このような方法では，引数に渡さ

れるオブジェクが同じ名前でシグネチャが異なるメンバ

（ここでは，シグネチャが衝突するメンバと呼ぶ）を持つ

と，生成するインタフェースのシグネチャを一意に決定で

きない．このような状況において，提案手法では，3.4節

で述べたように，プログラマが適切なシグネチャを選択す

る方針を採用している．

しかしながら，プログラマが引数に渡されるすべてのオ

ブジェクトを把握していると考えることには無理がある．

また，現在の実装では，シグネチャが衝突するメンバを 1

つずつプログラマが選択するようになっている．よって，

不適切なシグネチャの集合が選択されると，引数に型注釈

を付与したことにより，型エラーが発生する．さらには，

引数として受け取るオブジェクトが一意に決まらないこと

を前提に，関数やメソッド内部のコードが記述されている

可能性もある．この場合，シグネチャの集合を無理に一意

に決定して型注釈を付与すると，型エラーが発生する．

このような問題を回避あるいは軽減するためには，ソー

スコード解析の精度を高め，引数に渡される可能性がある

オブジェクトだけを，シグネチャ選択の際の絞り込みに用

いればよい．また，そのオブジェクトのメンバへのアクセ

ス時のコンテキストから，生成するインタフェースのシグ

ネチャを絞り込むことが考えられる．たとえば，メンバが

メソッドの場合は実引数の型を推論することで，実際にア

クセスされているメソッドが絞り込める．ソースコード解

析による情報を活用し，プログラマがシグネチャを選択す

る機会を減らすことで，型エラーを引き起こす型注釈の付

与を回避できる可能性は高い．さらに，シグネチャの集合

を一意に決定できない場合でも，型検査において複数の型

のうち 1つを選択できる共用型や，型を抽象化して扱うこ

とが可能なジェネリック型を利用することで問題が解決で

きるかもしれない．

（2） データフロー解析に関する制限

提案手法では引数に関するデータフローを追跡せず，3.1

節で述べたように引数の名前だけに基づきオブジェクトの

メンバに対するアクセスを抽出している．このため，関数

またはメソッド内部で引数にエイリアスが発生し，別名を

介してそのオブジェクトのメンバにアクセスがあったと

しても，それを検出できない．さらに，引数に格納された

オブジェクトが再定義されていたとしても，それを検出し

ていない．このような設計では，引数として渡されるオブ

ジェクトにおいてアクセスされるメンバが正確に抽出でき

ないことがある．結果として，不適切なシグネチャ集合を

持つインタフェースが生成され，間違った型注釈が付与さ

れる可能性が残る．このような観点から，データフロー解

析の導入は必須である．

5. おわりに

本論文では，TypeScriptにおいてインタフェース宣言

を自動生成する手法を提案し，その実装を示した．プロ

グラマの負担を増やさずに，関数やメソッドの引数に

対して型注釈が補完でき，型検査によるプログラムの安

全性の向上が期待できる．提案手法の実装は，https:

//github.com/topporo/ts_interface_generator で公

開している．

今後の課題として，ソースコード解析の精度の向上や引

数に関するデータフロー解析の導入を検討することで，不

適切なインタフェース宣言の生成を抑制する機構を提案手

法に取り込む予定である．また，現在の実装では，引数と

して単純なオブジェクト型しか扱っていない．共用型，交

差型、ジェネリック型，関数型のオブジェクトが引数とし

て渡される場合への対応も今後の課題である．
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